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分 類 哲学経典 仏教経典 今児童書とされる
難易度 難しい やや難しい 難しくない










































お わ り に
上記で検討されたことにより、若干の問題について次のようにまとめたい。
５６ 黄 華 珍
（一） 世界には多くの寓話が存在している。本稿に例として挙げた『荘子』・『百喩経』・『イ
ソップ物語』の寓話は、それぞれの歴史、特徴などを持つが、いずれも社会に大きな影響を与え
た貴重な人類文化遺産であり、共有する価値があるものである。
（二） 『荘子』は理解し難いところが多く、それはその成立の歴史と関係があり、多くの場
合、考えていることをそのまま直接には話せないため、頻繁に比喩や皮肉を含めた寓話の手法で
それを語ったのである。もし『荘子』思想を理解しようと思えば、まずその寓話を解読しなけれ
ばならない。
（三） 『百喩経』は仏教の諸経典から集められたものであり、仏教の教義に合わせて語られ
ているものでもある。原文に付けられた解釈は撰者が入れたものとされ、それを参考にしてその
ヒントが理解できないわけではないが、元の解釈を離れて更に広く解することも可能である。
（四） 『イソップ物語』は、世界で最も広く読まれている寓話であり、多くの擬人化された
動物を通じて、人々にいろんな生活の知恵、また生活の勇気を与えてきた。約２世紀から既に児
童書になり始めたものの、長い間、各国の少年児童だけではなく、一般の大衆から政治家まで大
変喜ばれてきたものである。
（五） 本稿に挙げられた例を見れば、『荘子』と『百喩経』、『イソップ物語』の寓話には発想
が同じ、または近いものもある。たとえば、「蝸角上の争い」と「蛇の頭と尻尾との争い」、「胃と
足との争い」などである。
注
 彦生・林京訳『伊索寓言精選』（中国少年児童出版社、１９８７年３月）、上田敏著「伊曾保物語考」（『定本上田敏
全集』第９巻所収、教育出版センター、１９８５年３月）、バーバラ・ベイダー文・いずみちほこ訳『イソップ寓話
集』（せーラー出版、１９９９年４月）などを参照。
 たとえば、『田舎の句合』や『常盤の句合』における芭蕉の判詞では、『荘子』寓話の引用、またはその手法に
真似た作品が見える。『校本芭蕉全集』（第七巻、宮本三郎・井本農一ら校注、富士見書房、１９８９年７月）を参照。
 『史記』（中華書局、１９７５年３月）巻六十三を参照。司馬遷の原文は「大抵率寓言也」。行文の便を図るため、
このような特例以外は、本稿では日本語にある「寓言」と「寓話」の二語をほぼ「寓話」に統一した。
 郭慶藩著『荘子集釈』（『諸子集成』三、中華書局、１９９０年８月）、陳鼓応注訳『荘子今注今訳』（中華書局、１９９１
年６月）、金谷治訳注『荘子』（岩波書店、２００４年１２月）を参照。
 『魯迅全集』第七巻（人民文学出版社、１９９１年）、『百喩経』（『大蔵経』第４巻所収、新文豊出版公司、１９９４年
４月、または華夏出版社、２００５年８月単行本）を参照。
 その寓話の内容は次の通りである。「昔、宋の国のある百姓が、苗の成長が遅れているのを心配して、何とか早
めたいものと一本一本引っ張ってやった。グッタリ疲れきって家に帰るなり、‘ああ、今日は疲れたわい。苗を
皆引き伸ばしてやったものだから’と家のものに話したので、息子が変に思って急いで田圃へ駆けつけてみた
ら、苗はすっかり枯れていたとのことだ。」という。焦循『孟子正義・公孫丑章句上』（『諸子集成』一、中華書
局、１９９０年８月）、小林勝人訳注『孟子』（岩波書店、１９９３年４月）を参照。
 前出（１）『伊索寓言精選』の「内容提要」において“１４２篇”を収めると明記されたが、実は１４１篇のみある。
 『荘子』思想を研究する場合、『荘子』原典の意味によってその寓言の元の意味を追求しなければならないが、
一般人としては『荘子』原典を離れて、勝手に解釈する場合もしばしばみられる。
	 前出（１）『伊索寓言精選』の「編後記」を参照。

 前出（１）『イソップ寓話集』所収バーバラ・ベイダーの「まえがき―イソップ寓話の歴史」を参照。
 前出（４）『荘子今注今訳』「修訂版前言」を参照。
 前出（１）上田敏著「伊曾保物語考」を参照。
５７寓話の魅力を論ず
